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13日鶏腔胸骨より 0.1 % trypsin-0.25 箔 collagenaseを用いてi軟骨細胞を分離した。 0.3 %コラーゲ
ン C 0.001 M酢酸溶液中) 9 vo l., 2 倍濃度のHam's F-12培地 9 vol.，牛胎児血清 1 vol.，軟骨細胞浮遊
液 1 vol.を氷上で=静かに混和し，径16mmのmultiwell plate!乙分注後すみやかにCOz incubator 内にて
370Cに保温すると数分後にはコラーゲンはゲル化し， single cellがきれいに分散された状態で埋め込ま






















培養 6 週後までに蓄積したムコ多糖を 2 次元電気泳動にて分析すると，コラーゲン・ゲル内培養法で




培養 4 日目では，コラーゲン・ゲノレ内培養法，単層培養法ともに軟骨特異的なtypell コラーゲンの産










た。 4. 乙の培養法では個々の軟骨細胞が互いに離れて分散した状態でも活発にrnetachrornatic rnatrix 
つ臼??
を形成することができ，いわゆる cell-cell contactは軟骨細胞の分化状態の維持には重要とは考えられ
なかった。
論文の審査結果の要旨
本論文は軟骨細胞の分化状態をin vitroで、保つために 新たな培養法の開発を目的としたものである。
軟骨細胞をコラーゲンのゲソレの中に埋め込んで培養するという方法を用いることにより，分化状態の維
持が可能かどうか，産生される酸性ムコ多糖，コラーゲンの分析などにより検討したものである。その
結果，従来の方法とは異なり，乙のコラーゲンゲ、ノレ内培養法を用いる乙とにより，軟骨細胞は長期にわ
たりムコ多糖合成を維持し，また産生されるコラーゲンも軟骨特異的な E型コラーゲンであることが認
められた。本研究は 軟骨組織欠損に対する同種培養軟骨細胞移植の可能性を聞くものであり，学位論
文にふさわしいと考えられる。
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